




西宮市の生物多様性から

混ぜ垣のすすめ

混ぜ垣（交ぜ垣）とは、様々な樹木を
合わせて植える生垣のことです。
花が咲く木、実が成る木、葉や花に香
りのある木、葉の色が美しい木などを
混ぜて植えることは、見た目が楽しい
だけでなく、私たちと一緒に暮らす
生きものにもやさしいものです。

混ぜ垣に適した種類
アラカシ・ウバメガシ・クチナシ・
ネズミモチ・ナワシログミ・ヒサカ
キ・ツバキ・ゲッケイジュ・ユズ・
キンカン・ニッケイなど

混ぜ垣の一例

各種助成で使用する植物についての注意事項

西宮市では、生物多様性の観点から国や県により特定外来生物・要注意外来生物
として指定された植物は使用しないようにお願いしています。
下記の具体種を使用する場合は、助成の対象となりませんので、ご注意ください。
（詳しくは、「花と緑の課」へお問い合わせください）

木本類
プリペット・ヒイラギナンテン・ブッドレア・ピラカンサ類・トウネズミモチ・
ナンキンハゼ・ハリエニシダ・ハリエンジュ（ニセアカシア）・シンジュ・シナ
サワグルミ・モウソウチクなど

※上の写真の混ぜ垣には、アラカシ、ウバメガシ、
ナワシログミなどが植えられています。
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草本類
オオキンケイギク・オオハンゴウソウ・キショウブ・ミズヒマワリ・コカナダモ・
ホテイアオイ・セイヨウスイレン・ボタンウキクサなど

接道緑化で生垣を考えておられる方へ


